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７月３日から４日にかけて台風７号による降雨、台風一過の晴天の期待を裏切り、５日から梅雨前線が停滞し、３日の降り始めからの総雨

量が６日午後６時の段階で、広島市中区で平年の７月の降水量に迫る２２８㍉に達し、その後の数時間に県内各地で時間雨量４０～６０㍉の

激しい雨が降り、広島県を始め８府県に同時に大雨特別警報が発令される異常事態となった西日本豪雨。長時間の降雨が同時多発の災害を引

き起こし、広島県では死者１１２名、行方不明者９名、今なお１，１００名以上の方が避難生活を余儀なくされています。さらに、水道、鉄

道、道路などの生活の基盤が崩れるインフラ多重被災の深刻さも今回の豪雨は見せつけました。亡くなられた方々の御冥福をお祈りいたしま

すとともに、被災された方々に心よりお見舞いを申し上げます。本校は９日を休校としましたが１０日より開校しました。本校の学区も瀬野

川、矢野地区を中心に甚大な被害を受け、１名の生徒の御自宅が床上浸水の被害を受け、１０日以上たった今なお１０名以上の児童生徒が交

通遮断等で登校できていません。児童生徒及び保護者の方々の心労は計り知れないものと御拝察いたします。心よりお見舞い申し上げますと

ともに、一刻も早い復興を願って止みません。追い打ちを掛けるように、９日に中国地方の梅雨明けが発表され、「暑さ指数」も連日「厳重

警戒」「危険」レベルで、熱中症にも充分な警戒が必要です。また、特に被災された地域では食中毒等の衛生面への注意も必要です。夏本番

となり厳しい暑さの到来です。どうか保護者の皆様、関係者の皆様、くれぐれも御自愛ください。 

さて、今年度も「わかる」「できる」「かかわりあう」を大切にした授業づくりを研究主題として、また、「適切な指導と必要な支援」を念

頭に教職員一体となって決意新たにスタートとした４月。温かい御支援、御協力をいただいた皆様方のお陰をもちまして、1 学期を終えるこ

とができそうです。心からお礼申し上げます。２１日より夏休みに入ります。有意義な夏休みになりますことを心から願っています。そして、

プール開放日や登校日には元気な子どもたちと再会できることを心から楽しみにしています。  

 

□ 「介護等の体験」、広島大学歯学部口腔健康科学科「歯科保健指導」、広島都市学園大学健康科学部看護学科「公衆衛生看護学実習」 

６月１９日（火）、６月２０日（水）の２日間、今年度第１回目の介護等の体験を実施しました。本校では 

３期に分けて、県内外の大学生を受け入れていく計画で、このたびは、１０３名の大学生が参加しました。 

この介護等の体験は平成１０年から、小学校・中学校の教師となるために障害児・者や高齢者等への理解を 

深める体験を行うことが義務付けられたものです。７月２日（月）～４日（水）の３日間、本校から一番近い 

大学の広島都市学園大学健康科学部看護学科の学生１６名が看護学実習を行いました。看護師の免許に加えて 

養護教諭の免許を取得するための実習で２年前から受入を開始しました。７月５日（木）には広島大学歯学部 

口腔健康科学科の学生１０名が高等部第１学年の生徒に歯科保健指導の授業を行いました。歯科衛生士の免許 

に加えて養護教諭の免許を取得するための実習で、平成２３年から毎年受け入れています。これらの体験は、 

障害のある児童生徒の理解に役立つとともに、特別支援教育の充実と発展につながるものです。 

 

□ 第１回企業学校見学会 

７月２日（火）、職場実習先企業、職場開拓先企業の１２事業所から２０名の方を招いて、本年度第１回 

 の企業学校見学会を開催しました。高等部第２，３学年の作業学習や職業コース生徒の広島県特別支援学 

校技能検定への取組の授業参観、職業コース第２学年の生徒による温かいコーヒーと高等部第２，３学年 

製菓グループが製作したサブレで心を込めたおもてなしと学校紹介のプレゼンテーション、生徒と企業の 

方が四つのグループに分かれての面談会などが主な内容で、本校生徒をより身近に知っていただけるよう 

に企画しました。 

本校の生徒の学校生活の様子や教育内容を知っていただくことで、障害者雇用に関心をもっていただい 

 たり、職場実習等に結び付いたりすることを願って平成２５年度から開催しています。  

     

□ 高等部オープンスクール 

７月３日（火）に広島市内外の中学校２６校から６１名の生徒、本校中学部 

生徒２３名、保護者の方や先生方を含めて計２１６名の方をお迎えして高等部 

オープンスクールを開催しました。高等部の一日の学校生活、高等部で行って 

いる教科等を合わせた指導や教育課程、卒業生の進路状況についての説明をし 

た後、１１のグループに分かれて高等部の授業を中心に見学しました。 

たくさんの生徒や保護者の方が本校に注目し、進学先の一つとして考えてく 

ださることを大変うれしく感じるとともに、「本校でしっかり自分の力を伸ばす 

んだ。」という強い気持ちで本校を選んでいただくことを心から願っています。 

 

 

 

 

 

 

（左）「夢と希望をもって本校へ！」 （右）生徒による授業内容の説明（食品加工）         

豪雨災害で沈みがちな私たちに、 

大きな励ましと勇気を与えてくれました。 
活躍を祈っています！ 

 

祝 もう一つのW杯INAS世界選手権大会 

2018ｽｳｪｰﾃ゙ ﾝ大会 8/5～18 出場！ 

サッカー日本代表 草田 佑介 君 
   全国障害者スポーツ大会 

   2018福井しあわせ元気大会  

10/13～15出場！ 
   ソフトボール   兼安 勇輔 君 

            岡  将義 君 

   フ ラ イ ン グ デ ィ ス ク   杉谷 直樹 君 

 

「お兄さん、お姉さん、頑張って！」  

 

企業の方との面談 
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□ 初任者研修実地指導 

７月１１日（水）に、小学部第２学年の先生の初任者研修実地指導がありました。分かりやすい教材･教具 

の準備や説明を聞くところと活動するところを明確に区分けした物的支援環境、サブティーチャーと細やかに 

連携した人的支援環境が十分に考慮され「子どもたちが分かって動ける姿を引き出そう！」という意欲が感じ 

られる授業で、子どもたちは、生き生きとした表情で学習に取り組んでいました。広島市教育委員会特別支援 

教育課の大久保指導主事に授業を参観していただき、御指導・御助言を賜りました。この初任者研修実地指導 

は今年度新規採用で勤務していただいています他１２名の先生方も２学期以降に行います。 

 

□ 校内宿泊学習（小学部第４学年、中学部第１学年） 

６月２８日（木）、２９日（金）に小学部第４学年が、７月５日（木）、６日 

（金）に中学部第１学年が校内宿泊学習を行いました。活動内容は、夕食作り、 

入浴、カラオケ・ダンス大会、学校探検・お楽しみ会等で日常の生活に密着した 

もので、入念な事前学習や、個に応じた視覚支援教材等の必要な支援が準備され、 

時間をじっくり掛けて「自分でする」「協力してする」ことを目標にしたものでし 

た。児童生徒一人一人が、教師の見守りの中、それぞれ分担された自分の仕事を、 

友達と言葉を掛け合いながら責任をもって主体的にやり切る姿を随所に見ることができ、大変うれしく思いました。  

 

□ 防災出前授業（高等部第２学年 生活単元学習） 

   ７月４日（水）に高等部第２学年Ⅲ類型の３学級が東京海上日動から２名の講師を招いて防災についての学習 

を行いました。広島県は土壌が花こう岩質で、全国で最も土砂災害の危険箇所が多い都道府県で、１時間で３０ 

㍉を超える雨が降ると土砂災害の危険性が高まる説明を受けた後、避難するときに何を準備するか「カードで学 

ぶ非常持ち出し袋」をグループで作りました。「現金は？」「スリッパは？」「ラジオでなくスマホ？」など様々な 

意見を交流しながら真剣に必要な物品を考えていました。最後に「自分の命は自分で守る」ために防災グッズを 

備えること、災害時の避難先を家族で事前に話し合うこと、土石流や崖崩れが起きやすい場所を知っておくこと 

の大切さを学習しました。誰もが被災者になる可能性があるのにも関わらず、意外と備えていないのが実際では 

ないでしょうか。この学習の直後に西日本豪雨災害が起こり、昨年の７月は九州豪雨で福岡県と大分県に「数十年に一度の災害」が迫っ 

ていることを示す「特別警報」が発令されました。「数十年に一度の確率」とは言えない気象状況、また、南海トラフ大地震の発生確率 

が高まり、３０年以内に震度６弱以上の揺れに襲われる確率は広島市で２３．８％（政府の地震調査委員会）であることを踏まえると、 

災害は身近に起こりうるとした充分な備えが必要です。今後も防災への意識を高める学習を進めていきたいと思います。 

 

□ 第１６回公共建築賞・優秀賞受賞（一般社団法人 公共建築協会主催） 

                優れた公共建築を表彰することにより、公共建築の総合的な水準の向上に寄与することを目的に１年お 

きに開催されている公共建築賞の優秀賞を本校が受賞しました。昨年、九つの地区審査委員会によって全 

国から応募があった１０２点の建築物の中から３２点が選ばれて推薦されたものです。中国地区から４点 

で広島から広島大学病院診療棟と本校の２点が選ばれました。障害のある児童生徒の学習環境はどうある 

べきかを追求し、本校ができなければ、更に越える建物はできないとの思いがありました。栄えある賞を 

いただいたことを有り難く思います。さらに、最優秀賞等の表彰があり、８月３日（金）に審査が行われ 

る予定です。なお、銅板の表彰プレートは、事務室窓口左に掲げています。来校の際に是非、御覧ください。 

□ 御来校いただいた方々（教育相談での見学は除いています。） 

日  付 団  体  名  等 人数 

６月１８日（月） 安佐北区民生委員児童委員協議会 ４４名  

６月２２日（金） 佐伯区民生委員児童委員協議会 ４７名  

６月２８日（木） 三入地区民生委員児童委員協議会 ２２名  

６月２９日（金） 学校協力者会議委員 １１名 

６月２９日（金） 西区小学校教頭会 １０名 

７月２日（月）～４日（水） 広島都市学園大学健康科学部看護学科学生（看護学実習） １６名 

７月２日（月） 企業学校見学会 １２社様 ２０名 

７月３日（火） 広島市健康福祉局医療政策課 ３名 

７月３日（火） 高等部オープンスクール（生徒、保護者、担任の皆様） ２１６名 

７月５日（木） 広島大学歯学部口腔健康科学科学生（歯科保健指導） １３名 

７月９日（月） 広島市観光局施設課 ４名 

□ お知らせ（夏季休業中の登校日、イベント等） 

 
※ 作業所等のイベントは「進路ニュースみらい」に掲載しています。是非参加してみてください。 

日  付 内       容 

７月２６日（木）、２７日（金） 
平成３０年度第１回広島県特別支援学校清掃技能検定 

９：００～１６：００ 本校高等部生徒、他の県立特別支援学校の生徒が果敢に挑戦する姿を是非、御覧ください。 

７月２４日（火）～ 

７月２９日（日） 

平成３０年度広島県特別支援学校美術・工芸展 （福山市ものづくり交流館 市民ギャラリー） 

１０：００～１７：００ ２４日は１１：００～開会式  高等部生徒の作品を出展しますので、是非、御覧ください。 

８月２日（木）～６日（月） 

        ８月５日（日） 

「平和と美術と音楽と ～２０１８～」 夢･希望・癒やし・祈りをアートを通じて広島から発信するイベント 

 旧日本銀行広島支店  本校の作品展示と５日（日）１２：１０～１２：４０に、本校職業コースが発表します。 

８月６日（月） 
「ひろしま子ども平和の集い」 フェニックスホール  １０：０５～１０：１５に、本校職業コースが平和の花カンナの

植樹、安田高校からいただいだ被爆桜の植樹等の取組をまとめたメッセージと合唱を発表します。 

８月２１日（火）、２２（水） 職業コース一日体験入学  

８月３日（金）、２４日（金） 全校登校日 １４：４０下校 弁当の用意をお願いします。 

 

 

 

  

森﨑教諭による「図画工作科」の指導          

 

「自分でする」調理の片付け（小４）  「協力してする」布団の準備（中１）              

「非常持ち出し袋」を作る生徒          

 


